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庶糖密度勾配法 CSDG) で分析すると. 4 S 成分のみで通常の 8 S ERは認めなかった。この乳癌 cy­
tosol とラット子宮のERを250C. 30分間incubation すると，ラット子宮 ER も 8 S から 4 S IC転換され
た。同様の活性は ER 陰性乳癌にも認められた。そこで以下の実験では， ER はラット子宮のものを，
乳癌は ER 陰性のものを使用した。乳癌cytosol と incubation した ER は，高イオン強度 (0.4 MKce) 
下のSDGでも 5 S から 3.3 S に変化した。一方，ゲル炉過 CSephadex G-200) でも，そのStokes radii 
は対照 ER の45Å と較べ， 32ﾅ I乙減少した。以上の結果から算出すると，乳癌cytosoH乙は， ER を分子
量 91 ， 500 から 43 ， 000 I乙分解する因子が存在する乙とがわかった。
次に乙の因子の性状を検討した口この ER分解、活性はleupeptin Cbacterial protease inhibitor) によ
り阻害され，熱 (560C. 30分間)に不安定であり，硫安分画では. 30-60%沈澱に存在し，また.DEAE













8 S ERと同等のDNA結合能を有していた。以上の結果は，分解されたERは. DNA結合部位は保持し
ているが. DNA結合を抑制する小分子の影響を強く受けるような構造になっているものと思われる。
DNA結合能を指標として本酵素の頻度を検討すると. ER陰性乳癌中70%. ER 陽性乳癌中44%に本
酵素活性は存在した。
(総括)








本研究は，人乳癌中にはエス卜ロゲン受容体蛋白 (ER) を分解する Protease が存在する乙とを明ら
かにした。この酵素はERの分子構造の変移を認識するとともにER の DNA 結合能を消失させることも
示した。以上の結果は ER 陽性でありながらホ lレモン非依存性である乳癌が存在し得ることの一部を説
明するもので学位論文に値いするものと考えられる。
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